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カンファレンス：症例や手術予定など
を検討する会議
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2009年7月4日付け読売新聞朝刊から引用

ある外科医の１週間（土曜休み）
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」
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外
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％
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。
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１
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に
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す
る
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近年、診療所は開業ラッシュですが、その多くは電子カルテを導入していると思
います。電子カルテの導入の理由は医療事務の簡素化とペーパーレス化になり
ますが、実際に電子カルテを導入してみるとペーパーレス化とはほど遠い状態と
なってしまいました。各種検査所見や保険証のコピー、紹介状やその返事、手術
や麻酔記録など大量の書類が発生し、カルテホルダーが大量に必要で事務室は
カルテで占拠されてしまいました。ご存じのように当院は非常に狭いので大量の
カルテの置き場所はなく、また患者さん来院のたびにカルテを出して運ぶ手間も
馬鹿になりませんでした。その際に、他院でScanSnapスキャナーを使用している

との話を聞き当院に導入してやっとペーパーレス化を達成できたという経緯があ
ります。

電子カルテにはスキャナーが必須だと思うのですが、実際には電子カルテ会社
はその重要性をあまり認識しておらず、ＰＤＦの閲覧機能やスキャナーとの連携
に関しては非常に使いにくい仕様になっています。そのような状況を改善してい
ただけたらという期待があります。

ある開業医からのメール

血管外科専門の、ある院長先生からのメール



医師の負担軽減

事務員の負担軽減

効率化とスピードアップ

病院経営のコストダウン

紙カルテ電子ファイリング開発背景



医療分野での活用シーン

紙カルテを電子化してそのまま運用

電子カルテ導入予定で過去のカルテを電子化

電子カルテと連携して運用

※ 電子カルテから楽２ライブラリを呼び出すボタンが必要になり、
電子カルテ開発会社との調整が必要となります。

※

ホームページからぱらぱらめくりで情報発信

紙カルテ電子ファイリング活用シーン



Scan To 楽２

医療分野での導入事例紹介

導入前の課題

●厚労省・日本医師会・県医師会からの通達文書が膨大で管理が大変

X2
●月２回の理事会で配布する資料のコピー代

●過去の通達文書を探し出すのに手間がかかる

運用イメージ

楽２ライブラリでペーパレス会議

Web公開ツール会議資料を楽２ライブラリへ登録 会員向へWebで公開

医師会会員

Index.html

導入効果

会議資料検索会議室

会議資料検索

資料番号、資料名、資料の要約をクリックすると該当するページが開く

会議の進行に合わせて紙の資料を扱う感覚でぱらぱらめくり

ｽｷｬﾝﾃﾞｰﾀ

X10人

Webサーバ



まとめ

簡単な操作でカルテを参照できる

同意書、入院計画書、紹介状などの文書を、
患者単位で簡単に閲覧できる

インフォームドコンセントとしても利用可能

ペーパレス会議のツールとしても利用可能

情報発信ツールとして病院のイメージアップ

医療現場の業務効率改善とスピードアップを図り
病院経営のコストダンを支援します。


